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〔論文審査の要旨〕 

 本論文は，数学学習における一般化の機能を学習者の観点から同定するとともに，それ

らの機能と学習者が数学学習の中でどの様に関わりあっているかを明らかにすることを目

的とするものである。 

 本論文は，序章と終章を含めて，６章で構成されている。 

 序章「本研究の目的と方法」では，問題の所在，先行研究の検討，研究の目的と課題お

よび方法について述べている。数学をする活動としての数学学習において最も重要な活動

の１つが，ある対象についての推論やコミュニケーションの適用範囲を広げる，一般化す

る活動である。この一般化する活動は全ての人が行っており，数学的認識の本性そのもの

であるとともに，教育的にも極めて高い価値が認められているものである。しかしながら，

実際の授業においては必ずしも十分に実践されておらず，一般化する能力と傾向があるに

もかかわらず，学習者が十分に一般化できないだけでなく，一般化しようとしない実態が

ある。そうした問題点を克服するために，本論文では学習者にとっての一般化の意味・目

的・実用性をまとめて「一般化の機能」と呼ぶこととし，数学学習における一般化の機能

を学習者の観点から同定するとともに，それらの機能と学習者が数学学習の中でどの様に

関わりあっているかを明らかにすることを目的としている。 

 第１章「数学学習における一般化研究の成果と課題」では，数学教育における一般化に

関する日本国内外の先行研究を検討している。その結果，先行研究の課題として，多くの

先行研究は観察者の視点から一般化を同定し，それに基づいて学習者を観察することがで

きるようになる理論の作り方をしている点，一般化モデルの個々の様相がなぜ促進される

かということが明らかになっていない点を指摘している。つまり，先行研究は一般化の機

能を直接の研究対象としていないため，一般化の機能の全体像が不明瞭であるということ

を指摘している。それによって，本論文の数学教育における一般化研究としての問いが成

立することと，学習者の観点から一般化の機能の全体像を明らかにすることの教育研究上

の価値が述べられている。 

 第２章「数学学習における一般化の機能」では，数学学習における一般化が有する機能

は何であるかを理論的に論じている。まず，本論文で研究対象とする一般化は，単純に適



用範囲を広げる一般化とある種の解釈・再構成を経た一般化という２つであり，拡張とは

区別して扱うこととしている。その上で，先行研究で示されている学習者の観点から捉え

た一般化する活動に基づきながら，一般化が有する機能を同定していっている。その際，

一般化の手段と目的，一般化と意味の関わりという２つの観点を設定して考察している。

その結果，前者の観点からは「純化」「変数化」「統合」「発見」の４つの機能を同定し，後

者の観点からは「意味付け」「社会化」の２つの機能を同定し，これら６つの機能を数学学

習における一般化の機能の全体像として示している。これが本論文の主たる成果である。 

第３章「一般化の機能の順序に基づく構造」では，一般化の６つの機能について，各々

の機能が働く順序に注目することで，一般化の機能が有する構造を明らかにしている。そ

こでは，２つの機能間の（順序）関係という最小の単位に注目して，各々について具体例

を示しながら分析を行い，それぞれの機能の特徴をより詳細に明らかにしている。 

第４章「一般化の機能と学習者の関わり方」では，実際に学習者が一般化の機能とどの

様に関わるかを，自らが行った教授実験をとおして実践的に検討している。まず，一般化

の機能とその構造に基づく教授実験の方法論と目的を明らかにしている。その上で，中学

校数学科の２つの教材に対してアプリオリ分析を実施し，それらの授業構成を提案してい

る。そして，教授実験の前提となる学習観を明確に述べた上で，１つの教授実験とアポス

テリオリ分析を行い，理論的予測と教授実験の実際を比較・検討することで本論文の理論

的成果の有効性と限界を実践的に示している。 

終章「本研究の総括と今後の課題」では，本論文の主題である「数学学習における一般

化の機能」に関する理論的検討を振り返り，得られた知見を整理するとともに，残された

今後の課題を述べている。 

 

本論文は，以下の３つの点において高く評価することができる。 

（１）先行研究において明示的な研究対象となっていなかった「数学学習における一般

化の機能」を研究対象とし，それを対象とする研究の数学教育研究上の価値を述べ

るとともに，２つの観点から理論的に６つの機能を同定することによって，数学学

習における一般化の機能の全体像を示していること。 

（２）これら６つの一般化の機能の構造について，各々２つの機能間の（順序）関係と

いう最小の単位に注目して，それぞれについて具体例を示しながら分析を行い，６

つの一般化の機能の特徴をより詳細に明らかにしていること。 

（３）数学学習における一般化の機能とその構造に基づいて，中学校数学科の２つの教

材に対してアプリオリ分析を実施し，それらの授業構成を提案するとともに，１つ

の教授実験とアポステリオリ分析を行い，理論的予測と教授実験の実際を比較・検

討することで本論文の理論的成果の有効性と限界を例証していること。 

 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があ

るものと認められる。 
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